






















ハザードマップ（火山防災マップ）を
見て噴火警戒レベルに対応する危険な
場所を確認しておきましょう。

あらかじめ避難場所を確認しておきま
しょう。

噴火時の風下側では、小さな噴石が風
に流されて遠方まで降るため、注意が
必要です。丈夫な建物などに避難しま
しょう。

噴火時の風下側では、小さな噴石が風
に流されて遠方まで降るため、注意が
必要です。丈夫な建物などに避難しま
しょう。

気象庁が発表する噴火予報及び
噴火警報に注意しましょう。

噴火のおそれがある場合、危険な地域
では事前の避難が大切です。

土石流、融雪型火山泥流が発生したら
流路から遠ざかる方向に避難しましょう。
土石流、融雪型火山泥流が発生したら
流路から遠ざかる方向に避難しましょう。

火山ガスや噴気地帯
に気をつけて
登山計画を
立てましょう。

異常と思われる現象を発見したら、す
ぐに地元市町村、警察、気象台などに
連絡しましょう。

地元市町村の指示があった場合には
それに従いましょう。
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